
第６７回 経営協議会 議事要録

日 時 平成３１年３月２０日（木）１３時３０分～１５時２５分

場 所 事務局第二会議室

出席者 澤 和樹 学長【議長】

桒原 靖 理事

日比野克彦 美術学部長

迫 昭嘉 音楽学部長

桐山孝司 大学院映像研究科長

石田義雄 委員、中村胤夫 委員、福井俊彦 委員

高階秀爾 委員、谷口維紹 委員

陪 席 浜田健一郎 監事、金井 満 監事

安良岡章夫 理事・副学長、保科豊巳 理事・副学長、国谷裕子 理事

岡本美津子 副学長、籔内佐斗司 副学長

佐野 靖 学長特命（社会連携担当）

北郷 悟 学長特別補佐（上野文化の杜担当）

八反田 弘 学長特別補佐（渉外担当）

箭内道彦 学長特別補佐（広報・ブランディング戦略担当）

熊倉純子 大学院国際芸術創造研究科長

欠席者 遠山敦子 委員、滝 久雄 委員

光井 渉 副学長、松下 計 附属図書館長、秋元雄史 大学美術館長

○ 議事に先立ち、議長から、新たに陪席者となった者の紹介があった。

・ 籔内佐斗司 副学長（芸術経営戦略担当）

議題

１．2019年度予算実施計画（案）について

議長から標記のことについて提案があり、桒原理事から資料に基づき説明の後、審議

の結果、原案どおり承認された。

２．2019年度国立大学法人東京芸術大学年度計画（案）について

議長から標記のことについて提案があり、桒原理事から資料に基づき説明の後、審議

の結果、原案どおり承認された。

３．規則等の制定等について

・東京藝術大学職員給与規則等の一部を改正する規則等の制定について（案）

・東京藝術大学経営協議会規則の一部を改正する規則の制定について（案）

議長から標記のことについて提案があり、桒原理事から資料に基づき説明の後、審議

の結果、原案どおり承認された。



報告及び連絡事項

１．国立大学法人等における剰余金の翌事業年度への繰越しに係る承認について

標記のことについて、桒原理事から資料に基づき報告があった。

２．東京藝術大学正門再生プロジェクトについて

標記のことについて、議長から資料に基づき報告があった。

３．その他

・日本発信の社会人藝術修士課程プログラム創出をめざして（趣旨案）

標記のことについて、籔内副学長から資料に基づき報告があった。

・本学の取組みについて

〇 澤学長から、芸術文化における本学の近況について報告があった。

（本学の取り組み）

・2019/2/1 長野県と包括連携に関する協定を締結

（要人来学実績他）

・2019/2/18 スミソニアン協会フリーア美術館/アーサー・Ｍ・サックラー・ギャラ

リー館長一行による表敬訪問及びクローン文化財の視察

（受賞等）

・2019/02 本学学生が「第９回（平成３０年度）日本学術振興会 育志賞」を受賞

ご助言、ご提言等

〇 地域社会に貢献する藝大力を今後も発揮していただきたい。

〇 消えゆく地方の文化を残すべく、藝大と地方自治体で人材育成等を連携していきたい。

〇 受託事業・研究について、受託の内容によってはかえってマイナスになるのでないか

（例えば成果がほぼ見えている受託事業においては携わる教員の実力は伸びていかない。

新しい価値創出・プロセスにおける苦しみを経過しないとできないということが必要で

はないか）。教員達の能力を引き出すことについて、かえってマイナスにならないよう

に設計すべきではないか。

〇 教員の定年年齢の高い藝大が他大学と一律の若手教員比率を評価システムに組み入れ

られていることについて、国立大学協会へ訴え提言していくべきではないか

〇 芸術における文化外交については、文科省だけでなく外務省等へ文化外交という文脈

のもとに支援を訴えたらどうか（芸大の海外活動を外務省にサポートしてもらうべく議

論をされたらどうか）。

※その他

○ 山中附属図書館事務長より、配付資料「文化審議会答申～国宝・重要文化財（美術工

芸品）の指定及び登録有形文化財（美術工芸品）の登録について～」、「図書館だより」

の報告があった。

〇 小林社会連携課長より、配付資料「2019年度東京藝術大学公開講座実施要項」の報告

があった。

〇 桐山大学院映像研究科長より、配付資料「『息ぎれの恋人たち』顕彰記念 芳泉文化財

団助成作品一挙８作品特集上映会」の報告があった。

〇 議長から、下記のとおり今年度末で退任される委員等の紹介があった。

外部委員：石田義雄 委員、中村胤夫 委員、高階秀爾 委員

内部委員：桒原 靖 理事

陪 席 者：保科豊巳 理事・副学長、光井 渉 副学長、松下 計 附属図書館長

また、外部委員交代に伴い、新外部委員の報告があった。


